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ろ、picene と DNTT では、単に分子間相互作用の増強により、薄膜の結晶性の改善は明らかに示された
ものの、sumanene では、予想に反して、その効果は分子間相互作用の大きさだけでは決まらないことが
明らかとなった。この知見は、ここでなされたような、緻密な研究によってはじめて実現できたものであり、
学術的に極めて重要な意味を持つものである。さらに、質疑応答の中で、成長時の温度の効果、基板と
有機分子の間の相互作用について深い議論がなされ、本論文の意義が更に明確になった。 
  
 
〔最終試験結果〕 
 平成元年 ８月２０日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
